
令和５年４月８日（土）  令和５年度 山形西高等学校入学式 

嚶鳴同窓会三役が出席しました。20１名の新入生を迎えての入学式は、入学許可に続いて、校

長式辞、来賓祝辞、来賓紹介並びに祝電披露、新入生代表の誓詞、西高音楽部による校歌紹介が

粛々と執り行われました。 

昨年は小笠原同窓会長お一人が代表としての 

出席だったことから考えると、令和５年度は、 

これまで同様の入学式を行うことができたこと 

を本当に嬉しく思いました。 

新入生の希望にあふれる姿を目の当たりにして、 

胸が熱くなりました。 

 

令和５年４月２３日（日） 山形西高等学校箏曲部 第３８回定期演奏会鑑賞  

山形市中央公民館大ホールで行われた「山形西高等学校箏曲部第３８回定期演奏会」を鑑賞し

ました。部長の「聴いてくださる方々に思いのこもった演奏を届けることができるように、どのよ

うな曲でどのような思いを伝えたいかをしっかり考え、練習に励んできました。」という挨拶の言

葉通り、一人一人の思いのこもった音色が大ホールに響きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



令和５年５月１１日（木） 令和５年度 嚶鳴同窓会 第１回評議員会   

評議員会開会に先立ち、嚶鳴同窓会事務局長の紹介を行いました。これは、令和５年度から校内

理事による同窓会事務ではなく、同窓会局員の雇用及び事務室を設置したことによるものです。 

開会のあいさつに始まり、会長あいさつ、校長あいさつ、評議員の委嘱、評議員自己紹介を行い

ました。その後、第３回評議員会が書面になったことに関して会長から説明がありました。 

 

協議および報告では、小笠原会長が座長として下記の内容について進めました。 

（１）令和４年度会計決算報告・監査報告 

（２）令和５年度予算について 次回評議員会にて報告 

（３）令和５年度同窓会行事予定 

（４）令和４年度各委員会活動報告 

（５）令和５年度同窓会総会について 

（６）今後の総会の在り方について 

（７）ホームページの新設について（パワーポイントでの説明） 

（８）今後の各委員会の活動について（依頼事項等） 

（９）その他 

自立する同窓会への転換という大きな見直しの課題に対して、活発な話し合いが行われました。 

 閉会後は、各委員会顔合わせ・打ち合わせが行われ、今後の活動の方向性を確認しました。 

 

令和５年５月３１日（水）  令和５年度 嚶鳴後援会理事会  

鈴木よし子前同窓会会長が後援会顧問として、小笠原現同窓会会長が後援会副会長として、さ

らに、鈴木副会長と齊藤副会長が後援会理事として会議に出席しました。 

今年度は、理事会の前に体育館で行われた「壮行式」を見学する機会を設けていただきました。 

嚶鳴後援会理事会は、小笠原会長の開会の挨拶で始まり、令和５年度の後援会予算や事業計画

が協議されました。遠藤後援会会長からは、「後援会は学校の応援団である。」という力強い言葉が

ありました。 

＊下記の写真は、大会後の学校からの資料です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年６月６日（火） 第１回学校評議員会及び学校関係者評価委員会   

齊藤同窓会副会長が学校評議員として会議に出席しました。（例年、同窓会副会長１名が代表とし 

て「山形西高等学校学校評議員、学校関係者評価委員」に委嘱されています。） 

会に先立ち、３０分ほどの授業参観が行われました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業参観後に委嘱状交付式が行われ、会が始まりました。片桐校長先生からは「制限のない学校生

活」として、様々な学校行事での西高生の姿についてお話がありました。その後、「教育目標」「高校

総体の成績」「校友会活動方針」等の報告及び質疑が行われました。意見交換では、学校への質問や

意見、今後の活動への要望などが出され、学校への期待の高さが表れた会となりました。 

２階からの校舎や中庭の景色（左側３枚）           体育館前方と後ろ壁面（書道部作品） 

 電子黒板プロジェクター  一人１台のタブレット授業         授業風景の一部  



令和５年６月２１日（水） 創立１２５周年記念式典 第６５回 校内合唱コンクール  

やまぎん県民ホールにおいて行われ、同窓会三役が来賓として出席しました。 

創立１２５周年記念式典では、小笠原悦子嚶鳴同窓会会長、遠藤正明嚶鳴後援会会長、中村篤 

嚶鳴 PTA会長が、来賓祝辞を述べられました。 

  

式典後の第６５回校内合唱コンクールでは、各クラスの歌声がホール全体に響き、クラスごと 

のまとまりやハーモニーの素晴らしさに魅了されました。昨年はコロナ禍での制限がありましたが、

今年度はのびやかな表情を見ることができ、本来の活動ができてきたことに安堵する思いになりま

した。 

閉会行事の成績発表の後に、表彰の一つとして「嚶鳴同窓会杯」を会長がクラス代表生徒に手渡 

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


